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研究成果の概要（和文）：アメリカシロヒトリは戦後アメリカから侵入し、分布を広げており、

侵入害虫の定着に伴う生活史の変化の研究のモデル生物である。生活史適応は、種の存在様式

を決定する大事な形質で、この分化によって新しい種を生み出したと考えられる。このような

適応の様式が地球温暖化の中でどのように動くかを、調査するのが本研究の目的である。アメ

リカに葉、日本に侵入したものとは異なる姉妹種がいて、本国では一部同所的な分布をする。

また、競争種を欠く分布をするストックもある。本研究では全米から多数の個体群を採集し、

その生活史形質と遺伝的分化、時間的な隔離機構の調査を行った。２種の生殖隔離には時間的

な隔離が重要な役割を果たすことが明らかになった。また、北陸地方で温暖化に伴う、休眠の

臨界日長の調査（すなわち３化型生活史の北上）をおこなった。二化と三化の境界は、現地の

平均気温と明確な対応を見せることが分った。 

 

研究成果の概要（英文）：Hyphantria cunea has a sibling species in the North America. We 
investigated the mode of speciation and the effect of global warming on the life cycle 

adaptation, the two aspects that colonizing species faces and undergoes adaptation after 

colonization, i.e., competition and adaptation to lacal climatic condition.The results 

suggest that the two sibling species are distinct species and the reproductive isolation 

is effected by differentiation in circadian clock and seasonal life cycle. The transition 

from bivoltine/trivoltine life cycle steadily moves northerly year by year, probably 

pushed by global warming. 
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１．研究開始当初の背景 アメリカシロヒト

リの日本への侵入から定着、分化のプロセス

は、比較的良くモニターされてきた。特に分

布域拡大に伴い化性が変化するが、このプロ

セスはかなり良く調査されてきた。今、地球

温暖化によって、化性の変化が急速に進行し

ている。また、北米には、非常に近縁な別種

が存在し、その種分化の機構と、生殖隔離機

構の分子的な詳細が、種分化の機構の解明に

重要であった。 

 

２．研究の目的 国際貿易・物流が昂進し、

地球の温暖化も後押しし、これまで問題にな

らなかった害虫、侵入害虫が突発的な大発生

をする可能性がましてきた。これまで、定着

してこなかった害虫が新しい国や地域に侵

入し、生活史形質を変化させながら定着し、

さらに分布を広げていくパターンのずれを

ささえる機構について、まだ良く明らかにさ

れた例はない。アメリカシロヒトリは北米原

産で、日本への侵入からこのプロセスが比較

的良く研究されている。また、北米には、生

活史や化性、分布域の多少違う近似種がいる。 

２種は、共存地と単独生息地の両方があって、

生活史と資源利用に競争者の影響を調査す

るシステムとしては理想的である。それで、

様ざまな地域の２種の個体群をあつめ、種分

化と地域への適応の様相を詳細に比較する

ことで、侵入害虫の定着と分布拡大、他種へ

の影響を評価する。 

 

３．研究の方法 

竹田が、北米のアメリカシロヒトリの集団の

種の位置と分化の様相、系統的な解析、交雑、

生活史の分析を行った。五味が、おもに北陸

地方の化性の変化のパラメーターである臨

界日長の変化のモニターをおこなった。 

 

４．研究成果 北米の広範な地域から、地域

個体群を集め、生活史形質を調査した。生活

史形質の分裂による同所的種分化の機構が、

少しずつ明らかになった。北米には、同所的

な分布をする、共存性の個体群と、競争者を

持たない個体群があり、共存的な種間では、

生活種形質に形質置換が起こっている。つま

り競争者の排斥のための淘汰圧が掛かって

いる。特に、生殖隔離につながる形質は、休

眠深度と、概日リズムで、季節的、時間的な



隔離機構が成立している。共存地帯では、２

つの安定点があって、より多化性でｒ戦略に

向かう種と化性を少なくして、防衛的に生活

史をまとめるＫ戦略が共存している。そこで、

このようなシフトを担う遺伝子として概日

振動の遺伝子の分化を解明しようと努力を

行っている。ミトコンドリアＤＮＡの分析も

極めて近い関係の分化しつつある種のラン

クを示しており、両者は実験室内では交雑し、

遺伝子交流は可能であるが、雄雌の組み合わ

せでは妊性には偏りがある。 

 一方、日本では本種の生活史に温暖化の影

響が認められている。北陸地方では、侵入時

の２化性から３化性に生活史が変化しつつ

あり、この化性の変化に伴って休眠誘導の光

周反応が変化したことが明らかになった。こ

の変化は７年の間に起こっており、温暖化が

昆虫の生活史に与える影響を考える上で、非

常に興味深い結果が得られた。 
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